講演要旨記載要領

講演要旨は次頁以降の記入例を参考に「A4、１枚」に収まるようにして、HPに記載した締切までに E-mail で添付ファイルにてご送付下さい。要旨の提出は、Wordファイルでお願い致します。ご送付いただいた要旨は、大会当日に講演要旨集として参加者に配布致します。
尚、不明な点がありましたら送付先E-mailまでお問い合わせ下さい。

送付先E-mail：nihonkingakkainishinihonshibu@gmail.com　

1. 演題（日本語）は，10.5ポイント，明朝体，ボールド（太文字）で記入してください．
2. 発表者名（日本語）は，10.5ポイント，明朝体で記入し，実際に発表する方の名前に○印をつけてください．所属についても，適宜記入してください．
3. 演題（英語）は，10.5ポイント，Times New Romanで記入してください．
4. 発表者名（英語）は，10.5ポイント，Times New Romanで記入してください．所属についても，適宜記入してください．
5. 本文と演題・発表者名の間は，1行空けてください．
6. 行間は1行としてください．
7. 本文は，10.5ポイント，明朝体で，A4, 1ページ以内で記述してください． 
8. 本文には，研究目的，方法，結果，考察を簡潔に記述してください．
9. ファイル名は苗字＋名前の頭文字（記入例の場合NikkinT.doc）としてください．
10. 要旨の最後に参考となる文献があれば、1～3件程度御記入下さい。





	
	食用きのこが産生する機能性成分に関する研究
○日菌 太郎（西日大農）
Research of Functional Components Produced for Edible Mushrooms. 
by T. Nikkinn (Fac. Agr., nishiniti.Univ.)

	
近年食用きのこ中の機能性成分が注目を浴びている．きのこは古くから漢方薬や生薬としても利用されており、近年ではシイタケ由来のβグルカンであるレンチナンをはじめに、ヤマブシタケのヘリセノンや・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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